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総
会
は
奥
原
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
に

連
合
長
野
の
古

川
尚
武
（
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
）
代
議
員

を
選
出
し
、
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
冒
頭
、
中
山

理
事
長
が
「
県
労

福
協
は
一
般
社
団

法
人
と
し
て
４
年

目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
活
動
の

原
点
は
、
勤
労
者

そ
し
て
生
活
者
と

し
て
一
人
ひ
と
り

が
職
場
・
地
域
・

各
種
の
団
体
と
つ

な
が
り
、
支
え
合
い
・
助
け
合
う
温
も
り
の
あ
る
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
も
た
れ
合
う
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
助
・
自
立
を
前
提
に
『
福
祉

は
ひ
と
つ
』
の
考
え
で
地
域
に
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
張
り
巡
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
す
。
そ
こ
で

２
０
１
４
年
度
は
、
中
央
労
福
協
の
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
据
え
た
各
事
業
の
方
向
性
の
確
立
。
活
動
の
起
点

と
な
る
地
域
と
理
事
会
・
さ
ら
に
事
務
局
機
能
の
充
実
を

図
る
活
動
を
引
き
続
き
実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
、
長
野
県
知
事
阿
部
守
一
氏
、
長
野

労
働
局
長
高
森
洋
志
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。議

事
は
、
兼
丸
常
務
理
事
よ
り
２
０
１
３
年
度
活
動
報

告
・
決
算
報
告
、
根
橋
理
事
（
連
携
・
協
同
検
討
委
員
会

委
員
長
）
よ
り
検
討
委

員
会
活
動
報
告
、
ま
た
、

征
矢
主
任
監
事
よ
り

監
査
報
告
が
な
さ
れ
、

い
づ
れ
も
報
告
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
今
井
専
務
理
事

よ
り
２
０
１
４
年
度
活

動
方
針
（
案
）
・
予
算

（
案
）
、
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
活
動
方

針
で
は
、
そ
の
柱
と
し
て

①
勤
労
者
と
地
域
の
暮

ら
し
に
か
か
る
サ
ポ
ー

ト
事
業
及
び
啓
蒙
教
育

活
動
の
推
進
、
②
社
会

的
包
摂
を
め
ざ
し
て
、

格
差
・
貧
困
社
会
の
是

正
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
強
化
、
③
労
働
団

体
と
福
祉
事
業
団
体
等

と
の
連
携
の
強
化
、
④

社
会
的
連
帯
を
深
め
、

政
策
・
制
度
実
現
に
向

け
た
取
組
み
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、
予
算
と
と

も
に
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
・

臨
時
監
事
会
で
確
認
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
左
記
役
員

名
簿
の
と
お
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
小
松
理
事
と
池
内
理
事
が
退
任
さ
れ
、
牛
澤
高

志
氏
と
浅
田
道
憲
氏
が
新
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
関
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
ま

し
た
。

〜
県
労
福
協
第
55
回
定
時
社
員
総
会
開
催
〜

連
帯
・
共
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の

　
　
　
　

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
！

　

県
労
福
協
は
、６
月
19
日
長
野
市
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
第
55
回（
法
人
格
取
得
第
４
回
）定
時
社

員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、代
議
員
・
特
別
代
議
員
59
名
を
は
じ
め
、来
賓
・
役
員
併
せ
て
96
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第55回定時社員総会の様子
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年齢別相談者内訳（通算）平成23年4月1日～26年3月31日

相談登録者数 平成23年4月1日～26年3月31日

全体（2,121名）

20代以下

30代

40代

50代

60代

その他

16%

19%

25%

22%

11%
7%

長野

松本

上田

飯田

計

20代

121

73

89

68

351

150

134

82

34

400

161

167

105

95

528

152

137

95

88

472

75

57

48

51

231

38

49

20

32

139

697

617

439

368

2,121

30代 40代 50代 60代 70代他 計

年度

長野

松本

上田

飯田

計

311

157

149

0

617

57

78

25

0

160

368

235

174

0

777

169

95

150

98

512

38

106

13

70

227

13

30

5

38

86

220

231

168

206

825

96

47

90

63

296

5

72

1

45

123

8

32

6

54

100

109

151

97

162

519

576

299

389

161

1,425

100

256

39

115

510

21

62

11

92

186

697

617

439

368

2,121

－

－

－

－

－

H23年度実相談者数

初回アクセス

H23.3.30開所

H23.6.15開所

H23.6.22開所

H24.4.2開所

窓口 電話 連携 計

H24年度実相談者数

窓口 電話 連携 計

H25年度実相談者数

窓口 電話 連携 計

通算相談者数

窓口 電話 連携 計

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業

は
、
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

後
、
解
雇
、
離
職
等
に
よ
る
新
た
な
貧
困
層
の

増
加
と
孤
立
化
の
進
行
と
い
う
社
会
的
危
機
を

背
景
に
、
内
閣
府
が
就
労
支
援
と
生
活
支
援
を

一
体
的
に
行
う
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
2
0
1
0

年
度
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
に
お
い
て
は
、
県
労
福
協
が

2
0
1
1
年
3
月
に
長
野
県
か
ら
の
委
託
を
受

け
事
業
を
開
始
し
、
新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援

の
制
度
化
の
動
き
の
な
か
で
2
0
1
4
年
3
月

を
も
っ
て
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
な
が
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
は
、
長
野
市
に
本
部
と
長
野
セ
ン
タ

ー
、
松
本
市
、
上
田
市
、
飯
田
市
に
サ
テ
ラ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
４
つ
の
窓
口
で
全
県

を
カ
バ
ー
す
る
広
域
の
相
談
支
援
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

３
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
生
活
に
困
窮
し
、
現
行
の
制
度
で
は
対

応
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
行
き
場
が
な
い
と
い

う
方
々
を
受
け
止
め
、
タ
テ
割
り
を
排
除
し
、

制
度
や
分
野
を
超
え
た
多
様
な
つ
な
が
り
に
よ

る
支
援
の
方
法
を
研
究
し
、
実
践
し
て
き
ま
し

た
。そ

の
過
程
で
県
域
及
び
４
地
域
に
設
置
し
た

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業
連

絡
会
」
の
機
能
が
定
着
し
、
協
働
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
基
盤

が
整
っ
て
き
ま
し

た
。2

0
1
1
年
４

月
か
ら
2
0
1
4

年
3
月
末
ま
で
の

３
年
間
の
相
談
登

録
者
数
は
、
4
セ

ン
タ
ー
合
計
で
2
，

1
2
1
人
、
延
べ
相

談
支
援
件
数
は
、

4
2
，
3
8
5
件
と
な
り
ま
し
た
。
相
談
者
を
年

代
別
に
見
る
と
、
40
歳
代
が
25
％
、
50
歳
代
が

22
％
、
30
歳
代
19
％
で
、
稼
働
年
齢
層
の
相
談
者

が
7
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
問
題
領
域
は
、
失
業
等
に
よ
る
就

労
支
援
が
58
％
、
生
活
支
援
（
生
活
困
窮
問
題
）

が
23
％
と
な
り
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
、
既
存

の
制
度
で
は
解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

2
0
1
3
年
12
月
6
日
、
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
が
成
立
し
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
は
、

生
活
困
窮
者
支
援
の
法
制
化
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。

事
業
終
了
に
あ
た
っ
て
、
2
0
1
4
年
3
月
25

日
「
長
野
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル

事
業
連
絡
会
」
を
開
催
し
、
3
年
間
の
事
業
の
ま

と
め
を
行
い
、
成
果
と
課
題
を
し
っ
か
り
次
の
事

業
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
参
加
い
た

だ
い
た
関
係
者
で
確
認
を
し
ま
し
た
。

（
３
年
間
の
ま
と
め
）長野県ＰＳモデル事業連絡会
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長
野
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
５
月
19
日
（
月
）
長

野
市
の
ろ
う
き
ん
ビ
ル
に
お
い

て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
に
は
役
員
・
代
議
員
合
わ
せ

て
47
名
が
参
加
し
、
２
０
１
３

年
度
の
報
告
と
２
０
１
４
年
度

の
活
動
方
針
を
承
認
・
決
定
し

ま
し
た
。

（
1
）
会
員
拡
大

昨
年
度
に
続
き
、
長
野
県

勤
労
者
互
助
会
・
共
済
会
連

絡
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り

県
下
各
地
で
団
体
加
入
運
動

を
展
開
し
10
万
人
の
会
員
を

目
指
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

（
２
）
地
区
の
独
自
活
動

過
去
３
年
間
地
区
活
動
の
中
心
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。
受

講
者
か
ら
は
大
好
評
で
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

度
の
地
区
活
動
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
含
め
、
地
区
労
福
協
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

区
労
福
協
と
地
区
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
共
催
す
る
等
の
形
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
議
事
の
前
段
で
「
こ
う
す
れ
ば
防

げ
る
特
殊
詐
欺
」
と
題
し
た
、
長
野
県
警
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
学
習
を
深
め
ま
し
た
。
講

演
で
は
「
犯
人
と
電
話
で
話
を
始
め
る
と
犯
人

の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
、
電

話
に
出
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
留
守

番
電
話
機
能
を
有
効
に
使
い
、 

留
守
電
の
音
声

案
内
は
特
殊

詐
欺
防
止
の

た
め
留
守
番

電
話
に
し
て

い
ま
す
。

要
件
を
お
話

し
下
さ
い　

と
し
て
欲
し

い
」
と
の
説

明
が
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
職

場
に
帰
っ
た
ら
報
告
会
を
し
ま
す
。
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

働く人すべての福祉向上を目指して！
長野県暮らしサポートセンター第7回総会開催

中
央
労
福
協
主
催
の
全
国
研
究
集
会
が
６
月

５
日
（
木
）、６
日
（
金
）
の
日
程
で
長
崎
市
に
お

い
て
「
労
働
運
動
と
協
同
組
合
運
動
が
結
ぶ
連

帯
社
会
へ
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
中
央
労
福
協
を
代
表
し
て
山
本
幸

司
副
会
長
よ
り
「
日
本
の
働
く
人
た
ち
の
現
状

は
、
正
規
労
働
者
・
非
正
規
労
働
者
貧
困
の
被

保
護
層
に
分
類
で
き
る
。
そ
し
て
被
保
護
層
の

70
％
は
雇
用
保
険
を
受
け
て
い
な
い
失
業
者
で

あ
る
。
政
治
が
優
先
す
る
こ
と
は
労
働
者
を
商

品
化
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
を
大
事
に
す

る
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
、
２
０
０
５
年
に
４
団
体
（
中
央
労
福

協
・
連
合
・
労
金
・
労
済
）
合
意
が
な
さ
れ
て
９

年
目
に
な
る
。
今
後
、
量
的
・
質
的
な
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
必
要
と
合
意
が
な
さ
れ
た
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
続
き
、
長
崎
県
労
福
協 

森
光
一
会
長
、
長
崎
県
知
事　

中
村
法
道
氏
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

一
日
目
は
「
労
働
運
動
と
協
同
組
合
が
結
ぶ

連
帯
社
会
へ
の
可
能
性
、
な
ぜ
今
労
福
協
が
大

事
な
の
か
」
と
題
し
て
早
稲
田
大
学
社
会
科
学

総
合
学
術
院
の
篠
田
徹
先
生
か
ら
特
別
講
演
。

並
び
に
、
特
別
報
告
（
１
）
と
し
て
、
新
潟
県
労

福
協
・
山
口
県
労
福
協
か
ら
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
検
証
に
つ
い
て
具
体
的
な
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
特
別
報
告
（
２
）
と
し
て
、
今

何
故
地
域
か
ら
の
支
え
合
い
か
、
共
助
へ
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
と
題
し
て
、
日
本
女
子
大
学
高
木

郁
朗
名
誉
教
授
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

研
究
集
会
の
メ
イ
ン
「
地
域
で
の
協
同
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
確
立
に
向
け
て
労

働
組
合
、
協
同
組
織
の
課
題
は
」
と
題
し
て
、

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
連
合
事
務
局
長
・
神
津
里
季

生
、
労
金
協
会
専
務
理
事
・
大
川
栄
八
郎
、
全

労
済
専
務
理
事
・
原
日
出
夫
、
日
生
協
渉
外
広

報
本
部
長
・
伊
藤
治
郎
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
高
木

郁
朗
の
各
氏
で
し
た
。
内
容
は
、
２
０
１
２
国

際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
共
助
組
織
を
再
認

識
し
知
名
度
を
高
め
、
役
割
の
発
揮
。
中
央
労

福
協
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
を
目
指
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
・
組
織
か
ら

現
状
報
告
や
中

期
方
針
な
ど
に

つ
い
て
提
起
が
さ

れ
、
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
ど

う
生
か
し
て
い
く

か
な
ど
、
率
直
な

討
論
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度

　

中
央
労
福
協

特
殊
詐
欺
防
止
学
習
会
も
開
催

２
０
１
４
年
度
の
主
な
取
り
組
み

“

”

総会のはじめに挨拶する佐藤会長

犯人グループから実際に送られてきた

パンフを示し講演する碓井英夫氏

全国研究集会パネルディスカッションの様子
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長

野

県

生
協
連
は
、

6
月
5
日

（
木
）
14
時

よ
り
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
に

て
「
第
63
回

通
常
総
会
」

（
長
野
市
）

を
開
催
し
ま

し
た
。

冒
頭
、
藤

沢
薫
副
会
長
理
事
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
議

長
に
コ
ー
プ
な
が
の
の
滝
澤
利
恵
子
代
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
上
田
均
会
長
理

事
の
主
催
者
挨
拶
後
、
御
来
賓
と
し
て
御
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
長
野
県
県
民
文
化
部 

藤

森
靖
夫
部
長
、
長
野
県
農
協
中
央
会 

牧
島
保

昌
参
事
、
長
野
県
消
団
連 

鵜
飼
照
喜
会
長
、

長
野
県
労
福
協 

中
山
千
弘
理
事
長
、
長
野
県

労
働
金
庫 

征
矢
寿
雄
常
務
理
事
、
長
野
県
虹

の
会 

大
谷
昌
史
代
表
世
話
人
（
信
越
明
星
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）
、
日
本
生
協
連
中

央
地
連 
大
本
隆
史
事
務
局
長
を
紹
介
し
、
藤

森
部
長
、
牧
島
参
事
、
鵜
飼
会
長
、
中
山
理
事

長
の
4
名
に
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
資
格
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
代
議

員
定
数
27
名
に
対
し
実
出
席
22
名
、
書
面
出

席
5
名
に
よ
り
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
、
議

案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
を
小
松
由

人
専
務
代
行
が
提
案
し
、
野
崎
常
夫
監
事
が
監

査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
採
決
で
は
、
す
べ
て

の
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
な
が
の
の
小
林
テ

ル
子
代
議
員
と
上
伊
那
医
療
生
協
の
久
保
田

瑞
穂
代
議
員
よ
り
2
0
1
3
年
度
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
本
総
会
を
持
っ
て
退
任
さ
れ

る
役
員
を
代
表
し
て
藤
沢
薫
氏
（
長
野
医
療
生

協
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
役
員
改
選
に
伴
い
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
理
事
に
上
田
均
氏
（
コ
ー

プ
な
が
の
）
、
副
会
長
理
事
に
風
間
広
康
氏

（
全
労
済
長
野
県
本
部
）
、
中
村
誠
一
氏
（
信

大
生
協
）
、
専
務
理
事
に
牛
澤
高
志
（
コ
ー
プ

な
が
の
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交

流
懇
親
会

が
開
催
さ

れ
、
和
や

か
に
交
流

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

長
野
県
生
協
連

第
63
回
通
常
総
会
開
催

長
野
県
労
働
金
庫
は
６
月
23
日

に
「
ホ
テ
ル　

国
際
21
」（
長
野
市
）

に
お
い
て
、
第
65
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
代
議

員
１
６
１
名
と
、
来
賓
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
案
に
先
立
ち
、
長
野
県
労
働

金
庫
を
代
表
し
て
奥
原
理
事
長
よ

り
、
福
祉
金
融
機
関
と
し
て
創
立

か
ら
63
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
意
と
、

こ
れ
か
ら
も
、
は
た
ら
く
皆
様
の

金
融
機
関
と
し
て
、
よ
り
一
層
健
全

で
信
頼
・
信
用
を
得
ら
れ
る
運
営

を
し
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
金
庫
は
い
つ
の
時

代
に
あ
っ
て
も
会
員
や
地
域
の
皆

様
の
そ
ば
で
常
に
頼
り
に
さ
れ
、

勤
労
者
の
た
め
に
な
る
金
融
機
関

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
は
さ

ら
に
多
く
の
皆
様
に
労
働
金
庫
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
自
分

た
ち
の
金
融
機
関
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
た
め
の
取
組
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ン
ク
に
徹
し
、
多
く
の
皆
様
か

ら
「
労
金
を
使
っ
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様

か
ら
「
こ
の
人
た
ち
だ
か
ら
」「
こ
の
人
だ
か
ら
」

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
の
決
意
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
長
野
県
産
業
労
働

部
労
働
雇
用
課
濱
村
圭
一
課
長
、
長
野
県
労
働

者
福
祉
協
議
会
中
山
千
弘
理
事
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で

が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
監
事
の
改
選
期
に
あ
た
り
橋
本
明

典
監
事
（
長
野
県
教
職
員
組
合
）、
林
光
彦
主
任

監
事
（
Ｎ
Ｔ
Ｎ
労
働
組
合
長
野
支
部
）、
山
崎
勝

巳
監
事
（
員
外
）
が
再
任
と
な
り
、
小
池
正
一
常

勤
監
事
（
員
外
）、
塚
田
英
和
監
事
（
富
士
通
シ

ス
テ
ム
ズ
・

イ
ー
ス
ト
労

働
組
合
）
が

新
た
に
監
事

と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
最

後
は
、
奥
原

理
事
長
の
万

歳
三
唱
で
閉

会
と
な
り
ま

し
た
。

第65回労金通常総会開催

退任役員の皆様へ花束贈呈

県生協連第63回通常総会の様子

通常総会にて挨拶する奥原理事長

労金第65回通常総会の様子
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長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会
・
共
済
会
連
絡
協
議
会

第
26
回
総
会
開
催
さ
れ
る

長
野
県
住
宅
生
協
は
、
６
月
27

日
（
金
）
に
長
野
市
鶴
賀
高
畑
の
メ

ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
第
33
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に

は
代
議
員
、
来
賓
、
役
員
合
わ
せ
て

１
０
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
伊
東
理
事
の
開
会
挨
拶

後
、
議
長
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
甲
信
の
今
井
一

敏
氏
を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
中
山
理
事
長
か
ら
、
ご
参

集
い
た
だ
い
た
県
当
局
並
び
に
、
労

働
団
体
・
福
祉
事
業
団
体
等
関
係
諸

団
体
・
協
力
会
・
各
位
に
対
し
て
謝

意
を
表
し
、
「
安
部
政
権
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
と
い
わ
れ
る
大
胆
な
金
融
緩

和
・
積
極
財
政
政
策
・
成
長
戦
略
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
『
３
本
の
矢
』
の

影
響
で
都
市
部
を
中
心
に
好
調
の
兆

し
が
見
え
つ
つ
も
、
長
野
県
を
は
じ

め
、
地
方
へ
の
影
響
は
ま
だ
見
え
て

き
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
住
宅
生
協
事
業

は
２
年
前
に
取
り
ま
と
め
た
『
住
宅

生
協
検
討
委
員
会
』
報
告
の
趣
旨
に

沿
っ
て
事
業
展
開
を
図
り
、
種
を
蒔

き
成
長
さ
せ
る
過
程
と
し
て
こ
の
２

年
間
を
も
っ
と
も
重
要
な
時
期
と
認

識
し
、
役
職
員
一
同
、
平
成
27
年
度

の
黒
字
化
を
目
指
し
積
極
的
に
事
業

展
開
を
し
て
い
く
」
と
の
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

議
案
は
浅
田
常
務
理
事
よ
り
事

業
報
告
・
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
２
０
１
３
年
度
剰
余
金
処
分
案
承
認

後
、
２
０
１
４
年
度
事
業
・
活
動
方
針
（
案
）
・
収

支
予
算
（
案
）
を
鈴
木
副
理
事
長
よ
り
提
案
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
内
山

俊
栄
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
、
木
内
宏
氏
（
自
動
車

総
連
）
、
小
林
健
一
氏
（
情
報
労
連
）
、
塚
田
豊
氏

（
農
団
労
）
、
宮
川
信
一
氏
（
建
設
労
連
）
の
５
名

の
理
事
が
退
任
さ
れ
、
守
屋
賢
一
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
、
斉
藤
雅
彦
氏
（
自
動
車
総
連
）
、
今
井
貴
幸

氏
（
情
報
労
連
）
、
高
野
嘉
樹
氏
（
農
団
労
）
、
原

健
氏
（
建
設
労
連
）
の
５
名
が
新
理
事
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
役
員
補
充
で
常
務
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
浅
田
常
務
理
事
は
、
改
選
に
伴
い
本
年
よ
り
専

務
理
事
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
新
役
員
体
制
に
て
、
総
会
で
承

認
さ
れ
た

事
項
の
推

進
に
向
け

事
業
展
開

し
て
ま
い

り
ま
す
の

で
、
ご
理

解
、
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

第33回通常総会開催長野県住宅生協

２
０
１
４
年
５
月
21
日
（
水
）
松
本
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
下
29

地
区
の
勤
労
者
互
助
会
・
共
済
会
か
ら
54

名
が
参
加
し
、
長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互

助
会
･
共
済
会
連
絡
協
議
会
の
第
26
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
濱
村
圭
一
会
長
（
長
野
県
産
業

労
働
部
労
働
雇
用
課
長
）
か
ら
、
中
小
企

業
に
勤
務
す
る
労
働
者
の
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
こ
の
た
め
勤
労
者
の
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
重
要
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
互
助
会

で
起
き
た
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
健
全
な

事
業
運
営
を
心
が
け
る
よ
う
注
意
喚
起
が

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
審
議
に
移
り
、
平
成
25
年

度
活
動
報
告
、
平
成
26
年
度
活
動
方
針
が

審
議
さ
れ
、
役
員
会
と
し
て
も
研
修
を
継

続
す
る
こ
と
、
支
部
活
動
の
活
性
化
を
進

め
る
こ
と
、
会
員
拡
大
に
向
け
て
手
法
の

共
有
化
を
は
か
る
こ
と
、
関
係
諸
団
体
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、研
修
会
が
開
催
さ
れ
、（
一

財
）
塩
尻
筑
南
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
者
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

至
る
経
緯
と
勤
労
者
互
助
会
共
通
の
課
題

で
あ
る
自
立
化
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
実

行
し
て
き
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
者
か
ら
は
、
小
規
模
な
が
ら
１

市
４
村
で
広
域
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯

と
現
状
の
評
価
、
さ
ら
に
は
過
疎
地
と
し

て
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
見
解
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
濱
村
会
長
か
ら
、
本
連
絡
協

議
会
の
活
動
が
さ
ら
に
進
展
す
る
一
年
と

な
る
よ
う
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
を
受
け
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

挨拶する濱村会長

住宅生協第33回通常総会の様子
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長野県／長野県警察　長野県防犯協会連合会

《この言葉は詐欺》

《電話対策をしましょう》

●長野県警察本部（警察安全相談窓口)
●消費生活センター（消費者ホットライン）
　・長野消費生活センター
　・松本消費生活センター
　・飯田消費生活センター
　・上田消費生活センター

＃９１１０
０５７０－０６４－３７０
０２６－２２３－６７７７
０２６３－４０－３６６０
０２６５－２４－８０５８
０２６８－２７－８５１７

～犯人からの電話に出ない。受けない。これが１番～

相手を確認してから電話に出られます。
たとえば「詐欺の電話をさけるため、留守番電話にしています。」等と設定してください。

相手の電話番号を確認してから電話に出られます。
契約している電話会社に相談してください。

犯人の多くは番号非通知でかけてきます。
契約している電話会社に相談してください。

専用機器があります。電気商業組合に相談してください。

○トラブル解決のため、支給現金が必要
○必ずもうかる
○ロト6の当選番号を教える
○名義を貸してほしい
○レターパックや宅配便で現金を送れ

資料提供：長野県

○留守番電話設定

○ナンバーディスプレイ

○非通知電話拒否設定

○特殊詐欺対策用機器

特殊詐欺非常事態宣言特殊詐欺非常事態宣言特殊詐欺非常事態宣言特殊詐欺非常事態宣言

H21 H22 H23 H24 H25

（件） （億円）

100

50

0

150

200

250

6
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2

0

8

10

12

認知件数（件）

被害額（億円）

特殊詐欺認知件数と被害額の推移 年 H21 H22 H23 H24 H25
認知件数（件）119 67 94 88 195
被害額（億円） 1.1 0.7 1.5 3.5 10.8

平成22年と比較して、
25年の件数は3倍に、
被害額は15.5倍に

　特殊詐欺による被害が急増しています。平成25年の被
害額は10億円を超え、前年の約３倍となりました。本年5月
末現在の被害件数は81件、被害総額は既に４億9千万円
を超えており過去最悪の被害額を記録した昨年を大幅に
上回るペースで極めて深刻な状況にあります。
　県では被害を防止するため５月23日に「特殊詐欺非常
事態宣言」を発令し県民の皆さまが被害に遭わないよう注
意を呼び掛けています。
　「必ずもうかります」「名義を貸して」「すぐお金を用意し
て」などは詐欺の手口。うまい話はそうそうありません！

特殊詐欺の件数と被害額

な が の 労 福 協 〈ライフサポートセンター〉 2014 年 7 月 11 日第 285 号 （6）



　

あ
る
日
突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

「
有
限
会
社
○
○
と
い
い
ま
す
が
、
株
式
会

社
□
□
の
株
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
□
□

の
株
は
選
ば
れ
た
人
し
か
買
え
な
い
。
売
っ

て
く
れ
る
な
ら
１
株
４
０
０
万
円
で
買
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
数
日

前
に
株
式
会
社
□
□
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
て
い
て
、
「
我
が
社
の
株
を
あ
な
た
だ

け
に
１
株
２
０
０
万
円
で
お
売
り
し
ま
す
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

（
１
）
□
□
に
電
話
し
て
１
株
購
入
す
る
手

続
を
と
り
、
代
金
を
□
□
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
し
た
。
そ
の
後
○
○
に
売
ろ
う
と
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
が
□
□
の
株
を
持
っ

て
い
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
払
い
込
ん
だ

２
０
０
万
円
を
な
ん
と
か
取
り
戻
し
た
い
の

で
す
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
２
）
手
持
ち
の
現
金
、
預
金
が
な
い
こ
と
を

○
○
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
「
購
入
資
金
は
我

が
社
で
用
意
す
る
の
で
、
名
義
だ
け
で
も
貸

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
□
□
の
株
を
手
に

入
れ
な
い
と
我
が
社
は
倒
産
し
て
し
ま
う
。

わ
ず
か
で
す
が
御
礼
も
し
ま
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
私
が
お
金
を
出
す
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
助
け
に
も
な
る
し
、

御
礼
も
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
私
の

名
義
で
□
□
の
株
を
購
入
し
よ
う
と
思
い
ま

す
が
、
何
か
問
題
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

特
殊
詐
欺
の
中
で

も
、
金
融
商
品
等

の
取
引
を
名
目
に

し
た
詐
欺
で
す
。
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な

い
株
な
ど
の
金
融
商
品
を
価
値
が
あ
る
よ
う
に

見
せ
か
け
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し
取
る

詐
欺
で
す
。
複
数
の
詐
欺
師
が
複
数
の
登
場
人

物
を
演
じ
て
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
、「
劇
場
型
詐

欺
」
と
呼
ば
れ
る
類
型
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

（
１
）
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
取
り
戻

す
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
振
り
込
ん
だ
直
後

に
引
き
出
さ
れ
て
し
ま
い
、
口
座
に
残
高
が
残
っ

て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
詐
欺
に
使
用

さ
れ
た
口
座
と
し
て
、
口
座
が
凍
結
さ
れ
残
高
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
他
に
も
詐
欺

の
被
害
に
あ
っ
た
人
が
い
る
場
合
は
だ
ま
さ
れ

た
金
額
に
応
じ
て
分
け
る
こ
と
に
な
り
、
全
額
を

取
り
戻
せ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
お
金

を
振
り
込
ま
な
い
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

（
２
）
株
を
購
入
す
る
時
点
で
お
金
を
出
す
つ

も
り
が
な
く
て
も
、
「
あ
な
た
の
名
義
で
株
を

買
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
代
金
を
支
払
う

義
務
が
あ
る
。
支
払
わ
な
い
の
な
ら
裁
判
に

す
る
。
」
と
言
わ
れ
た
り
、
「
名
義
を
貸
し
て

株
を
購
入
す
る
の
は
違
法
だ
。
今
警
察
が
動

い
て
い
る
。
裁
判
に
し
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば

５
０
０
万
円
払
っ
て
も
ら
う
」
と
言
わ
れ
た
り

し
て
、
執
拗
に
金
銭
の
支
払
い
を
請
求
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
お
金
を
払
う
前
で
あ
れ
ば
、
辛

抱
強
く
断
る
こ
と
で
最
悪
の
事
態
は
避
け
ら
れ

ま
す
が
、
精
神
的
な
負
担
は
大
き
い
で
す
。
最

初
の
電
話
の
時
点
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

簡
単
に
儲
か
る
と
い
う
話
が
あ
る
わ
け
が
な
い

と
普
段
気
を
つ
け
て
い
る
人
で
も
、
親
切
心
に
訴

え
か
け
ら
れ
て
騙
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
例
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
で
働
い
て
い
る
孫
か
ら
電
話
が
あ

り
、
「
会
社
で
支
給
さ
れ
た
携
帯
電
話
か
ら

か
け
て
て
、
今
風
邪
で
声
が
ち
ょ
っ
と
お
か

し
い
ん
だ
け
ど
、
取
引
先
か
ら
受
け
取
っ
た

小
切
手
を
電
車
の
中
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ

た
。
明
日
ま
で
に
５
０
０
万
円
用
意
し
な
い

と
い
け
な
い
。
振
り
込
み
だ
と
時
間
が
か
か

る
の
で
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
っ
て
く
れ
な

い
か
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

【
回
答
】

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
と
い
え
ま
す
。

　

詐
欺
師
は
、
電
話
番
号
や
声
が
本
人
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
「
会
社
の
携
帯
電
話
か
ら
か
け
て
い

る
」
「
携
帯
電
話
を
変
え
た
」
「
風
邪
で
声
が

お
か
し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
き
ま
す
。
慌
て
る

こ
と
な
く
、
も
と
も
と
把
握
し
て
い
る
本
人
の

連
絡
先
に
連
絡
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
、
ウ
ソ

を
見
破
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

急
に
多
額
の
金
銭
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
と

し
て
、
「
会
社
の
お
金
を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」

「
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
妊
婦
を
流
産
さ
せ
て

し
ま
っ
た
」
「
株
で
失
敗
し
た
」
な
ど
が
使
わ
れ

ま
す
。
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、

仕
事
上
の
失
敗
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誰
に
で

も
あ
り
得
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
詐
欺
の
手
口

に
用
い
ら
れ
や
す
い
理
由
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、
知
人
を
名
乗
る
人
物
に
受
け
取
ら
せ
た

り
、
宅
配
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
ら
せ
る
事

案
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
要
求
を
受

け
た
場
合
は
、
詐
欺
で
あ
る
と
思
っ
て
対
処
し

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
宅
配
便
や
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金
を
送
る
こ
と
は
、
取
扱
業

者
の
約
款
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

特
殊
詐
欺
か
ら
大
事
な
財
産
を
守
る
た
め
に

大
事
な
こ
と
は
、
少
し
で
も
い
つ
も
と
違
う
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
は
、
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
で

す
。
詐
欺
の
手
口
を
知
り
、
す
ぐ
に
見
破
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
こ
の
上
な
い
の
で
す
が
、
実
際
に
自

分
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
と
き
に
自
分
で
騙
さ

れ
て
い
る
と
気
づ
く
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

ƒ

０
１
２
０—

３
９—

６
０
２
９

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

【
事
例
①
】

特
殊
詐
欺
に

　
　
　
　

つ
い
て

【
事
例
②
】

田中 善助

弁護士
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絆

き
ず
な

　

最
近
の
報
道
を
見
る
と
き
、
親
が
子
供
を
虐

待
し
死
に
追
い
や
る
事
件
が
相
次
ぎ
、
悲
し
い

気
持
ち
に
な
る
。
幼
い
命
を
育
む
心
は
ど
こ
に

い
っ
て
し
ま
う
の
か
。
命
の
尊
さ
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
事
件
で
あ
り
ま
す
。

　

集
団
的
自
衛
権
で
国
を
守
る
と
い
う
議
論
が

盛
ん
で
あ
る
。
今
日
の
安
全
保
障
の
状
況
が
議

論
を
推
し
進
め
て
い
る
と
は
い
え
、
平
和
外
交

の
論
点
は
何
も
見
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
も
し

か
し
て
、
我
が
国
に
侵
略
者
が
と
の
仮
想
を
前

提
に
議
論
が
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
永
遠
の
議
論

に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
歴
史

は
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
、
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
の
か
、
い
の
ち
の
問
題
と
し
て
議
論
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
武
力
に
よ
る

衝
突
は
、
一
度
起
こ
っ
た
ら
最
後
ま
で
止
ま
ら

な
い
。
そ
し
て
、
悲
惨
な
結
果
が
末
路
で
あ
る

こ
と
を
経
験
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
と
。

　

先
日
、
何
十
年
ぶ
り
か
に
長
崎
の
地
を
訪
れ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
平
和
公
園
、そ
し
て
、

長
崎
の
鐘
の
慰
霊
碑
で
、
語
り
部
を
さ
れ
て
い

る
早
崎
猪
之
助
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月
９
日
三
菱
兵
器
工

場
で
、
14
歳
の
時
の
被
ば
く
の
体
験
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
惨
状
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
し
て
、
今
日
の

日
本
の
在
り
よ
う
を
心
配

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

平
和
を
構
築
す
る
絆
を

今
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

 　
　
　

  　

（
今
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望

を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
（
一
、
〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

●
締
切
り
７
月
31
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

前
回
の
正
解
は

当
選
者

（
５
名
・
敬
称
略
）

　

友
田
真
理
子

（
長
野
市
）

　

住
吉　

勇
太

（
松
本
市
）

　

河
西　

良
人

（
岡
谷
市
）

　

酒
井　

昭
彦

（
岡
谷
市
）

　

和
合　

悦
男

（
大
桑
村
）
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